
62 0 2 5  D I SCLOSURE5 2 0 2 5  D I SCLOSURE  

当組合は、令和7年5月に格付機関である株式会社日本格付研究所（JCR）より
長期発行体格付「A＋」（シングルAプラス）、格付の見通し「安定的」を継続取得しました。

※ＡＡからＢまでの格付記号には同一等級内での相対的位置を示すものとして、＋（プラス）もしくは－（マイナス）の符号による区分があります。
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格付

債務履行の
確実性は高い

現在においても不安な要素があり、債務不履行に陥る危険性がある。

債務不履行に陥る危険性が高い。　

債務不履行に陥る危険性が極めて高い。

一部の債務について約定どおりの債務履行を行っていないが、
その他の債務については約定どおりの債務履行を行っていると
JCRが判断している。

実質的にすべての金融債務が債務不履行に陥っていると
JCRが判断している。
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債務履行の確実性が最も高い。　　

債務履行の確実性は非常に高い。

債務履行の確実性は高い。

債務履行の確実性は認められるが、上位等級に比べて、
将来、債務履行の確実性が低下する可能性がある。

債務履行に当面問題はないが、将来まで確実であるとは言えない。

債務履行の確実性に乏しく、懸念される要素がある。
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参考：JCR長期発行体格付の定義
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方向性複数

不確定

ネガティブ

安定的

〈 格付「Ａ＋」継続取得 〉

安定的

見通し

ポジティブ

株式会社日本格付研究所（JCR）

外部からの客観的な評価である格付を取得し、お客さまや組合員の皆さまにディスク
ローズすることで、透明性をもった経営を進め、財務内容の健全性をより理解してい
ただき、信頼性を高めることを目的としています。

※長期発行体格付とは、債務者（発行体）の債務全体を包括的に捉え、その債務履行能力を評価したものです。
長期発行体格付

※A（シングルA）は、株式会社日本格付研究所の11段階の格付等級の上から3番目にあたります。
※格付の見通しは、長期発行体格付が1～2年の間にどの方向に動き得るかを5つに区分して示すものです。

A＋（シングルAプラス） 見通し「安定的」

格 付 機 関1

格 付 対 象2

格 付3

取得の目的4

今年度も多くの新入職員を採用しました。人口減少や少子高齢化が進行するなか、職員はかけがえのない財産
であるとともに、将来のシシンヨーを背負って立つ大切な存在です。そのため、人材育成にも力を入れており、店
舗の新築移転におけるローラー活動もその一環となっています。お客さま訪問は営業の基本。現場で得られる経
験に勝るものはありません。私自身、理事長に就任以来、今日までお客さま訪問を継続してきました。支店長をはじ
め各職員がこれまで培ってきたノウハウを部下や後輩に伝えていきながら、現場主義の営業活動を継承していき
たいと考えます。融資によって地域に貢献できる「融資大好き人間」を育てるために、休日勉強会や外部研修など
も積極的に開催し、職員がレベルアップできる環境を整えています。また、当組合では、働き方改革が叫ばれる前
から、労働時間の管理、給与の見直し、定年延長などの改革に取り組んできました。女性職員の登用にも引き続
き力を注いでおり、課長職、代理職および係長職を積極的に配置。今年2月には、当組合73年の歴史の中で初と
なる女性副部長（待遇）が3人誕生しました。育児休業からの復職率は97％で、働きやすい職場環境として就職
活動中の学生からも支持を得ており、今後は男性の育休も奨励していきます。そのほか、デジタル化・IT化による
業務効率の改善などを推進し、よりいっそう職員が気持ちよく働ける職場づくりを目指していきます。

●人材育成や職場づくりにも力を入れているようですね。

南支店の応援ローラー活動 ミーティング

ネット銀行の台頭など金融環境が変化するなか、当組合は本業特化の現場主義経営を一貫して継続し、経営
基盤の拡充を進めてきました。足を使い、自分で見聞きして得た情報ほど信頼できるものはありません。その着実
なあゆみと情報がお客さまとの信頼をもたらし、活性化を生み出しています。また、当組合では、取扱開始以来、
多くのお客さまから好評を得ている懸賞金付き定期預金「ハッピードリーム定
期」や、スポンサードゲーム、産学連携、営業店の地域貢献活動など地元に密
着した活動を積極的に行っています。地域とともに成長してきた当組合は、今後
も地域を応援する取り組みを継続していきます。今年のスローガンは、「継続は
自信を育む」。これから先、さまざまな壁にぶつかり、思うような結果が得られない
時もあると思います。しかし、どんな時もブレずに努力を続けていくことが大切で
す。努力して得た成果はたとえ小さなものであっても成長を実感でき、自信につ
ながるはず。困難に立ち向かい、それを乗り越えた時、人はさらに成長し自信も
揺るぎないものになると確信しています。当組合が掲げてきた預金、貸出金残
高1兆円の達成がより近づいてきました。これからも、お客さまとともに成長を続
けられるよう、役職員一丸となって邁進していきます。

●今後の目標を教えてください。

確かな成長を、揺るぎない自信につなげていく。

広島市信用組合のイメージキャラクター
大野豊さんのポスター（令和7年度）




